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第一章 緒 論

赤血球沈降反慮 トイフ非特異性 ノ生物墾的反癒

ノ、、1917年 、Fahraeus力 臨 林馨學 二紹介 シテ

以來、短 カキ年 月 ノ間二、 ソ ノ實際鷹 用 ノ範園

ノ・、驚 多ベキ速 度 デ籏 マツテヰル
｡從 ツテ、 ソ

ノ研究業績 ノ僅 々 ノ間二山積 シテ居 ル ノモ叉宜

ナルカナデ アル｡、

デハ、弼 故 ニ斯 クマデ該反態 ガ私達 ノ硯野 二大

キク爲 シ出 サ レタ ノデアラウ労｡

惟 ウニ、策 一二、 ソ レノ臨肱症状 ヘ ノ慣値 デ"

ル｡殊 ニ ソノ結核方面 二 關'ヘル 功績 デ ァ・レ、

Westergrenガ 該 反慮 ヲ常方面 二慮用 シタノガ

1920Sr一頃 デ アル｡ソ レガ今 日デ ハ、結核 ノ診断

叉ハ ソ ノ経過 ヲ知 ル タメニへ 丁度腸 「チフス」

ノ場 合 ノ鵠濫測定 ノ様 二必要鋏 クベ カラザルモ

ンデアル｡ト マ デ云ハ シメテ居 ル｡

第 ニ ニ 、 該 反 慮 ノ 實 施 極 メ テ 簡 軍 ナ ル 黙 デ ア

ル｡叉 他 魔 的 反 癒 デ ア リ、 薮 的 ユ 表 ハ サ レ,し ト

イ フ貼 等 デ ア ル｡

今 、 該 反 態 ノ測 定 法 ト イ フ観 黙 ヨ リ以 上 ノ2ツ

テ眺 メ ル コ トニ シ ヨ ウ｡

勿 論、 測 定法 ハ、 該 赤 沈 反 鷹 が臨 肱 讐 學 ノ各 分 野 二

於 イテ夫 々重 覗 サ レテ クル ト共 二 種 々提 鴫 サ レテ居

ル｡例 ヘ パ、Westergren氏 法 ノ 如 クー・t定ノ時 間 二

何 程 ノ距 離 ヲ赤 血 球 が沈 降 ス ル カ ヲ測 ル モ ノ、 及 ビ、
む

Linzeltmeier氏 法 ノ如 クー定 ノ距離 ヲ幾何 ノ時間デ

沈降スル カノ測定法、更二前者 ヲ綜合ジタト考ヘルベ

キ時間 ト距離 ヲ示標 トンタ圖示法等ガアル.

ソ コデ、第 竺 ノ實施簡輩 トイフ黙 ヨ リ考察 ス レ

バ、勿論Westergren氏 法 カ最優秀 ト考 ヘ ラ レ

ル｡日 常繁忙 ナル臨林馨家 ニ レツテ、此 ノコ ト
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ノ重要 ナル ハ云 フモ更 デ アル｡從 ツテ該反慮 ノ

薯及 ノ大 ナル役割 ヲ演 ジ タノガ此 ノWester-

gren氏 法 デアル コ トハ疑 フ醗地 ガナ イP

併 シ、斯 クマ デ普及 サ レタ今 日、少 々 ノ煩雑 サ

ヲ厭 ウコ トニ依 ツテ、唯…定 ノ時間値 ノミラ拾

ヒ讃 ミシテ、過誤 ヲ犯 スコ トガァ レバ、叉貴重

ナルヰ父獲 ヲ誉芒然 ト氣 ズカズニスマス トイフコ ト

ガアル時 へi遺 感 ノ極 ミデアル｡玄 玄二、第 … ノ

臨躰症状 ヘ ノ憤値 プ、 モウ少 シ重 ンジ,又 第ニ

ノ實施方 法 モ鹸 .リユモ煩雑 ニナ ラナ イ様 二考慮

シテ、私 ノ絵切値(cot値>y案 出 シタ｡

本鹸切値 ガ該反慮 ノ本態的 ナ立場 カラ出嚢 シテ
を

居 ル ノデノ・ナ ク、(悲 シイ哉、此 レ程 ノ反慮 ガ明

確 ナ本態 ヲ未 グ私達 ノ前 二示 シテ呉 レナイ今 日

デ ナル｡)更 ニ ソノ意義 モ全 ク完成 サ レタモハ

ノ・云 ノ・レナ イMフ 紐帽 ノ念 ハ アル ガ、聯 力知

見 ヲ得 タノデ、諸賢 ノ批判 ト高教 ヲ乞 フテ、更

二誤 読、不完全 ラ正 シ、以 ヅテ、該赤 沈反慮 ノ

・前進 及 ビ臨林上治療針 ノ樹立 二多少 トモ爆考 ニ

モナ ラバ ト敢 テ本論 ヲ草 スル所以 デ アル｡

第二章 余切値ノ測定方法及ビソノ意義

鹸 切 植 ノ・、1929年 、Mandelstamm及 ビGi-

dalewitschニ ヨ ツ テ紹 介 サ レ タDiesechsmo-

mentigeMethode(六 段 法)5Westergren氏

法 トカ ラソノ方法 テ胚 胎 セ シメテ居 ル｡

本 論 テ進 メル都合上、先 ヅ六段法 カラ簡軍 昌読

明 シテ行 カ ウ｡

場IL

第一節 六段法ヘ ノ希望
び

六 段 法 ト へ 内 径1m田 、高 サ100mmノ 「ピペット」二

絢 騰 「ナ ト リ ウム」液 デ非 凝 固 性 ニ ジタ血 液 ヲ吸 ヒ

上 ゲ、90分 間 観 察 ン績 ケ、 各15分 間 ヅ ・ノ間 二幾

何 ノ距 離 ヲ赤 血 球 が沈 降 ン ク カ ヲ測 定 ジ、ソ ノ値 ヲ時

間 ト距 離 ヲ示 標 トセ ル 「グ ラ フ」二 記 入 シテ行 ク方 法

デ アノ嶋 ソ ジテ ソ ノ間 、 最大 距 離 が何 ノ15分 間 目二

位 ス 〃 カ ヲ誼 ミ ト リ、 以 ツテ初 メ ノ15分 間 目ニ ソレ

ガ ア レバ第1型 、2同 目 ノ15分 間 目即 チ30分 問 目 ニ

ソ レガ ア レバ第 皿型bス ル｡以 下 第VI型 一・・ftアル 筈

デ アノレ｡而 ンテ 若 ジ第1同 目 ト第2同 目二 同 ジ最 高 値

ヲ得 ル時 ハ、 第1、 皿型 ト呼 ン ダ｡以 下 之 二準 ズノレ｡

ソ ジ テ第 皿 ヨ リモ第1、 第 皿 ヨ リモ第llト イフ様 二左

方 推 移 ノモ ノ程 病 勢 《 不 良 デ アル トイ フ 測 定法 デ ア

ノレ群

名古屋帝大 ノ日比野 氏へWestergren氏 法 二

此 ノ六段法 ヲ用 ヒ、圖示 サ レタ「グラフ」上 ノ頂

角 ノ位置 ノ推移 二依 ツテ病勢 ノ経 過 ヲ 鏡 察 シ

タ｡即 チ、頂角 ノ左遷、左傾及 ビ上 昇(右 方 へ

7場 合 ヲ除 ク)詰 リ、上行脚 ノ峻、下行脚 ノ緩

更 二下行脚 モ峻、頂角 ノ鏡 トナル コ トノ・、赤血

球 遽度 ノ促進、病勢 ノ増悪 ヲ示 ス等 々 ノ詳細 ナ

け

ル
｡
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、皿、… ・VIハ各 々第1ノ15分 間 日、第2

/15分 間 目、第3/15分 間 目等 々デアル｡

鍛字ハmmデ アル｡」

弦 ニ、 日比野氏 ノ説 ク様 二、頂角即 チ上行脚下

行脚 ト考ヘ テ行 ク時 ノ、 夫 ノ観察詳細 トノ・ナル

ト錐 モ、著 シク煩雑 デァル｡更 ニ ソレ程 マデ シ

テモ、 ソ ノ考察 力本態的 二如何程 ノ意義 ガァル

カ ドウカ｡叉 此 ノ赤沈反慮 ノ籔 的二表ハ サ レル

トイフ美貼 力多少 トモ損 ノ・レル ノデノ・ナカラウ

カ｡ソ シテ 更 二進 ンデ頂角 ノ比較、 郎 チ(イ〉

(ロ)ノ 曲線ノ 上昇度 ト(ハ)(二)ノ 曲線 ノ上昇度

等 乳 考察 子ル時ハ普通 ノ方眼紙上 デノ・危瞼デ

アル トイフコ トデ アル｡此 レノ・何 モ 日比野氏 ノ

本成績 轟限 ラズ・斯 カル各一 定軍位 時間 ノ遽座

/
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第1圖

斗

き●

'IE

離

ヲ 記 載 シ デ 行 キ比 較 検 討 ス ル 「グ ラ フ 」ハ 、 孚 封

撒 坐 標(Semi-LogarithmicScale)二 依 ル ノ デ ナ

ケ レバ 、 時 ト シ テ思 ハ ザ ル 錯 誤 テ來 ス モ ノ デ ァ

ル｡私 ノ示 シ タ此 ノ2例 ・・、(A)ハ 第 皿型 二 属

シ、(B)ハ 第 皿型 二 屡 ス ル モ ノ デ ハ ア ル ケ レ ド

モ ッ(A)ノ 皿一一皿、(B>ノ1-・ 皿 ハ 夫 々5mm-15

mm、12mm--36mmデ 、 各 共 二3倍 ニ ナ ツ テ

居 リ同 ジ増 加 率 ナ ノ デ ァ ル｡併 シ該 「グ ラ フ」上

デ ノ、、 同 ジ様 ニ ソ レニ 相 等 シ テ 居 ル(ハ)(二)ノ

癖

Kマ7マ ▽一

　

曲線 ノ・、(イ)(ロ)ノ 歯線 ヨ リモ著 シク峻 二見エ

ル ノデ アル｡此 ノ例 ハ、態 々作 ツタ例 デノ・アル

カ、斯 カル誤 ツタ事實 力自然 ア リ得 ル ノデアツ

テ、斯 カル基礎 ノ上 二立 ツ タ圃参 照考察 ノ・、何

ノ役 ニモ立 タナ イ ト云 ヒ タイ｡何 レニ シテモ私
　

ノ・、所謂 六段法等 ノ圖示法 へ 煩 雑 デハ アル ガ

詳細 ナル圖観察 二於 イテハ孚1封数 坐標 テ使 用 シ

ナ ケレバ意味 力薄 レル ト思考 ズル｡

覧

＼

第二節 余切値 ノ測定方法及 ビソノ意義

㌧..第 一項 盤切値 ハ意義

六段法 ノ研 究二於 イテ、Eufingerノ 云 ヘルカ

如 ク、頂角 ノ高 サ、頂 角 ヘ ノ到 蓬時間、及 ビ頂

角 ノ角度 ガ、重要 ナ ルづ トハ贅 言 テ要 シナ イ｡

此 等三攣激 ヲー ツ ノ撒 値 ニテ示 サ ン トシタ ノガ

籐切値(cot値 〉デ アル｡

即 チ絵 切値 トノ・第1圖 三於 イテ、 ソノ基 黙 ト曲

線 ノ頂 黙甲(ロ)〔(二)〕ヲ黙線 ノ如 ク結 ビ、 ソノ頂

鮎 ヨリ基 線轟垂線 プ下 シ、角 θ、〔或 ヒハ θりテ作

リ、ソ ノ角 θ ノ鹸切(cotangent)ヲ 求 メ、ソノ籐

切 ニョ リ測 定 セ ントスルモ ノデアル｡從 ツテ、ソ

ノ値ハ、一定時間(六 段 法 デハ90分 間)中 二於 ケ

ル軍位 時間(六 段法 ディ・15分 間)ノ 最大沈 降距

離(h)ヲ 、 ソノ最大沈 降距 離 ヲ得 ルマデニ要 シ

タ 時 間(t)デ$)jツ 殖 デ ア ルv.epチc・t'θ 一 与

デ ァ ル｡ツ レ故 二 、 ｡hガ 大 ニ ナ レ バ ナ ル程.詰

リ最大沈降距離 ガ大 ニナ レバナル程、換言 ス レ

バ頂角 力高 クナ レバナル程 、叉tガ 小ニ ナ レバ

ナル程、即 チ頂角 ヘ ノ到達時間 ガ短縮 ス レバ ス

ル程、絵切値 ハ大 トナル ワケデァル｡頂 角 ノ角

度 ハ此等2ツ ノ値 二追從 スルモ ノτシテ角 θデ

代用 シヨウ トシタ｡部 チ角 θガ小 デ ァレバ アル

程、詰 リ鋭角 デ ア レバ マル程、鹸切値 ノ値 ノ大

トナル ノハ勿論 デ ァル.鉱 ニ、絵 切値 ノ成立 壁

ミタノテアルレ｡

第 二項 籐切笹 ノ測定方法

前項 二於 イテ縷説 シタ所 二依 レバ、 ソノ測 定法

ハ至 ヅテ錯綜 シテ居 ル様 デ ァル｡併 シ、實際 二

於 イテハ、軍 二hトtチ 測定 シタラヨイ ノデr

ル｡装 置モ六段法 ノ様 ナ特殊 ナモ ノテ撰 バズ、

臨林家 ノ實用 二供 サ しテ居 ・・Westergren氏 法

ヲ測 定 スル ノト全 ク同様 ニ シテ、唯 一定 時間 中、



166 佐守 二赤血球沈降反癒/… 測定法 【第20巻

炊 章 デ ノ實験 シタ私 ノ例 デハ、90分 間 ニ シテ

ミタ.此 ノコ トニ閣 シテハ後述 スル｡)輩 位時 間
タ

毎(15分 間 毎)ノ 速 度 ヲ記載 シ、(圖 ハ不要 デア

ル｡〉ソノ最大 ナルモ ノ〈hmm)ヲ 、 ソ レマ デノ

到達時間(t分 〉デ割 レバ可 デァル｡猫 、最大 ノ

高サカ21或 ヒバ ソ レ以上存 スル時 ハ、hハ ソ

ノ高 サ デ、tハ 平均 スルe

例 ヘバ前述 ノ(A)(B)ナ ル2例 デハ、

c・t｡一 蕃 一・・33c・t研 一器 三1・2・

從 ツテ、 絵 切 値 ハ、A:0・33、B:1.20デ アル｡

絵 切 殖 ノ特 徴 、 及 ビ ソ ノ他 ノ意 義 ニ ツ イ テ ハ 、

次 章 二依 ツテ自 ラ明 ラカ∴ナ ルデ アラめ｡唯 弦

デハ、第1節 トノ關係上、本絵切値 ノ場合ハ、

若 シ圏示 スル トシテモ敢 テ乍封藪坐標 ヲ使用 シ

ナ クトモ 可 デアル トイフ ー15グ ケヂ 附記 シテ

置 カウ.

即 チ絵切値 ハ、各斜線 ノ個 々 ノ傾 キテ比較欄

スル ノデハ ナク、侮 時 モ輩 二基黙 カラ頂角 二引

イタ直線 ト頂角 カ ラ基線 ヘ ノ垂線 ノナ ス角 テ比

較 スル ノデァルカラ、値 ノ大小 ト、 ソ ノ曲線 ノ

意義 トハ理論上比例 スルモ ノデ アル｡
等

灘

第三章 余切値 卜他ノ測定法 トノ比較

ソレデノ・、本絵切 値 ガ實際 癒用上、臨 体上、如

何程 ノ償値 ガァルカ燈 叉他 ノ測 定法 トノ優 劣ハ

如何a私 ハ ソ レ等 二答 ヘ ルベ ク1ツ ノ實験 ☆}行

ツ タ｡ソ ノ實験 材料 トシテへ 赤沈反慮 ノ結核
甲
二封 スル癒用範園 ノ廣 サカラ、大阪市立刀根III

病 院 入院 中 ノ肺結核患者95名 テ試 ミユ撰 ンダ｡

弦 二得 タ成績 ヲ第1表(赤 沈反鷹 ニ ツ イテ)、 第

2表(臨 林所 見ニ ツ イテ)ト シテ纏 メル、但 シ唯

煩雑 二紙 面 ヲ トルダ ケデ大 シタ意味 ガナ イカ ラ

本小論 ニハ掲 ゲナ イ.

赤 沈 反 慮 ノ實施 へWestergren氏 法 二 準 ジ

タ｡即 チ患者 ノ肘窩静脈 ヨ リ探血 セル 血液 ヲ

3.8%ノ 絢 徽酸 「ナ トリウム」液 ト4:1ノ 比 二

混合 スル っ トニ依 ツテ非凝 固性 ニ セルモ ノヲ、

内径2・5mmノ 「ピペット」二吸 ヒ上 ゲ テ観察 シ

タ｡弦 轟種 々慶動 テ來 ス様 ナ因子 ヲナルベ ク除

去 スル様 轟一一定條件 トシタ コトハ勿論 デァル｡

赤沈楡査 日ハ、1940年 ノ9月17日 、18周 、20日 ノ

3日 間デアルtr

比 較 スペキ測定法 トシテハ、第1章 デ述 べ タ種

々ナル測定法 ヨリ最 モ慨値 アル ト思 惟 シ、興味

アル ト思バ レルモ ノ、即 チWestergren氏 法1

時 間植、及 ビKatzu.Westrgrenノ 中 間値、

六段法 、SEr-Lutzu.Wahl轟 依 ル沈降比(Se-

nkungsquotient♪ ヲ ソノ封 象 トシタ｡

沈 降 比(S.Q.)｡Westergren氏 法1時 間 値 ヲa、2時

き

問値 ヲbト ス レペ 葬 慰 ガ ソ レ デ ア ・v・

S.Q.<11ノ ・臨 脈 上 経 過 良 好 デ ア リ、S.Q.二/1

ハ疑^ン ク、S・Q.=1ハ 病 勢 尚 安 定 セ ズ トス ル ノデ

乱ア ノレ

窃

本検査 二使用 シタWestergren氏 法1時 間値及

ビ中間値 ノ分i類ニ ヅイテ,

私 ハ刀根山病院 デ使用 シテヰル大縄氏 二依 ル分

類法即 チ、8mm迄 ヲ正常値、9--15mmテ 限

界値 、16-25mm、26-40mm、41mm以 上

ラ、夫 々輕度促進、中等度促i進 トシタ.

第2周

、二昏

一 一+
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F冨`一 噌

絵 切 値 ノ分 類 ニ ツ イ テ.・

Westergren氏 法1時 間 埴 、 申 間 値 ト同 ジ ク、

試 ミニ 次 ノ組 轟 分 ケ タ｡

0.09迄

0.10--O.49

0.50-O.99

i.OO-1.99

-・t2.00以 上 デ ァ ルe .

各 除 切 値 ガ軍 二何 レ ノ組 二 局 ス ル か チ考 慮 ス ル

グ ケナ ラバ、hテtデ 態 々除 スル必要 ノ、ナクk

第2圖 ノ如 キ共 線圖表(nomogram)テ 得 テ、 ソ

ノ圖 ヨリ針 ノ先 デ(h,t)ヲ 辿 ル グケデ知 リ得 ル｡

猶 、臨1休考察 トシテ姐 上二上 スモ ノハ、病型、

領域 熱、 罷重、 喀叛 中 ノ結核 菌、 豫後 デァ

ルレo

夫 々 ノ設明 ハ夫々 ノ項 二於 イテ述 べ ヨウ｡

第2表 中空白!所h患 者死亡、退院 ソノ他ニヨツテ、
糊

検 査 不 可能 ダツ クモ ノデ アル 、

第一節 臨淋的考察

第一項 病 型ニッ イテ

本項病型 ニツ イテ ト次項領域 二關 シテノ・、刀根

山病院 ノ稗澤康夫博士 二別個 ノ立場 カラ赤沈検

査 日 ト相 前後 シテ、郎 チ1940年 ノ9月 第3週

,ierラ第4週 昌 カケテ診察 テ乞 ウタモノデァリ、

ソノ方法ノ・、髄診、打診、及 ビ「レ ントゲ ン」爲

眞 二依 ツタモ ノデァル｡以 上 ノ如 クニ シテ得 タ

卜.測 定 法
ノ種 類1

…

成績(第2表)ノ 中 ヨ2私 ハ煩雑 テ避 ケル タメニ

ソノ主 ナル病型 カラ其 レ等 ラ、滲 出型 、増殖型

硬憂型 ノ3型 二分 ケ室洞型 ヤ上葉炎 ハ暫 ク置 イ

タ｡此 レニ依 ツテ、各測定法各組二於 ケル夫 々

ノ鵬 スル實撒及V百 分率 ヲ得 ル1・ ト第3表 ノ如

ク ア ア ル｡ぜ

第3表

}

病 型
＼ 一＼ 滲 出 型

組 ＼ ＼

←0.09{2(16.6%)

病 型 ユ ツ イ テ

絵 切

;

値1

Westergren氏 法
… 時 間 値

中 間 直{

沈 降 比

010--049

0｡50-0.99

]…-1・99
2｡00→

←8

9-15

1(シー25

26--40

41→

←8

ピ …噂=15
1研 「B二25

}2{ト40

41→

耀
99

一

_一 一レ 101-

f

16(47｡0%)

12(76.4タ4

15(882タ6)

4(100.0タ5)

0(0｡0%)

0(0,0%)

1(20.0タ6)

4(44.4%)

44(73.3%)

0(0.0%ノ

0(0｡0%)

1(16.6%)

5(50｡Og6

43(72.8%)

4(21｡0%)

1(50｡O/%)

44k69.8%1)

!3(1・o.o%)

塘 殖 型

楽21叢11
2(11.7%)

0(0.0%)

2(40.O%)

3(60.0タ 乏∫)

2(40.0%)

4(44.4%)

6(10｡0タ5)

1(25.O%)

4(80.0タ6)

2(33.3%)

4(40｡0%)

6(10.1%)

9(47.396)

0(0｡0・6)

8(12.696)

0(0.0%)

}

鰻 判
4(33｡3%)i6(50.0%)

8(23.5%)
4(23.5タ/e)i17100%)

0(0.0タ6)i17100%)

0(0.0%)

3(60｡0タ6、

2(40｡O%)

2(40.0タ6♪

1(11.1%)

10(16.6%)

3て75.0タ5)

1(20.0タ6)

3(50.0%)

1(10｡0%)

10(16.9タ6)

6(31.5%)

1(50.O%)

11(17｡4タ6)

0(00%)

計
婁

12⑳0%)
暫

34(100%)

17100%)

17100%)

4〆100%)

5100%)

5(100%)

5(100%)

9(100%)

60(100%)

4(100%)

5(100%)

6(100%)

10(100%)
F

◎

59(100タ6)

19〆100%)

2(100%)

63(100%♪

3(100%)
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評

六

17(78.2%){3(13.0%)

14(57・6%)/4(15・3%)

6(54・5釧2(181%)

1(3393タ6)10(0.0%)
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本表 デ考察 スルニ、六段法 ハ成 程、1←ll・F・・一一・←

Vlト 左傾 推移 ニ ツレテ、滲 出型 ノ百分傘 ハ増 シ、

右傾推 移 ニツ レテ、硬 攣型 ガ檜 加 スル 三 フ結

果 ニハ ナル ガ、Westergren氏 法 ノ様 ナ粗 雑 ナ

方法 デノ・、時 二此 ノ例 ノ如 ク分 類 ガ多クナ リ、

第3圖 病型pmツfテ

0

AU

(U

AU

」-

2(8.6%){22(100%)

7(26｡9%)

3(272%)

2(66.6%)

1(14.2%)

0

0

01

1

1

1

11

r「 一 司

Σ:84

22(100%)

25(100%・

11(100%)

3(100%)

7α00%)
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1,
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從 ツテ各組 ノ意義 モ著 シク考 へ難 久 肇債値 モ低

下 シテ行 ク ノデ、今 此 レテ除外 シテ、他 ノ4方

法 二關 スルモ ノノ滲 出型、硬攣 型 ノ百分率 テ圖

二示 シテ第3圖 ヲ得 ル｡w

此 ノ圖 チ詳 シク観察 スル コ トニ依 ツテ解 ル づ ド

ん
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第4圖 領域ニッ イテ

}

識==∴ ∵ご
噂 簡 当盛 一 ・

ぞN零 一 ・9・

'lr11"∴=:1:

iφ.→

一一 柵 マ… 一十

評



第3號 】 佐守=赤 血球沈降反磨 ノー測定法 169

ハ 、絵 切値 力最 モ病型 二忠實 デァル トイフ事實

デ ァル｡即 チ ソノ組 ノ値 力大 トナル出 ツ レテ滲

出型ハ漸次 檜加 ノ」路 ヲ辿 リ、硬慶型 ノ漸減 ス

ル事ノ・、他 ノ何 レノ3方 法 ヨリモ著 明 デァル｡

第 二項 領域 ニツイテ

TurbanGerhardtノ 分 類 法 二從 ツテb第 一期

(十)、 第 二期(壮)、 第 三期(帯)ト 庭別 シタ｡ソ

ノ各測定法 ノ各組 二於 ケル實藪及 ビ百分率 ノ・第

4表 トシテ纏 メ、 ソノ百分傘 ノ第一期及 ビ第三

期 ヲ圖示 スル コ ト第4圖 ノ如 キ デァル｡

第4表 領 城 ニ ツ イテ(TurbaRGerharatノ 分 類 二 依 ル)

測定法ノ種類

妻＼＼ 領 域

＼組 「・
帯 赫

1
十 計

←0.09 4(33.3%) 5(41.6タ6)3(25｡0%) 12(100%)

0.10-0.49 20(58.8%ノ 13(35.5タ の 1(2.9%) 34100%)

除 切 値 0.50-0.99 11(57.8%) 736.8%コ 1(5.2%ノ 19/100%)

LOO--1.99 14r79.9%ン 3(17.3%ンi1(5.5%ノ 18100%)

2.00→ 3(75.0%ノ
}0(〇

三〇%.11(25.0%
1

4/100%)

←8 0〈0.0%) 3(60・0%)12働 ・0%ノ 5(100%)
瀞

9-15 1(20.0%) 3(60.0%ノ 1(20.0%. 5複100%・

一 時 間 値 16-25 5(100｡0%)
▼

0(0.0%) 0(0.0% 5100%)
一

曳 26-40 2(20.0%) 8(80.0%) 0(0.0% 10'100%)

41→ 46(74.1%) 12(19.3%) 4'6.4%、 62100%)

←8{0〆0.0%) 2〔50.0%) 2(50.0%ノ 4∠100%)
1 {

9-1511(20.0タ6)
1

4(80.Oo5){0(0.0%ジ
}

5100%)

中 間 値
『

16-25 {5(83.3%) 0(0.0%.1(16.6%ノ 6(100%)

2640i4〆36｡3%、 7(63.600)…0(0.0%ト 11100%

41→143(70.4%)
L

14(22.9タ6!4(6.596)1 61100%)

←0・99}10〆50・0%) 8(姻 タ募1 210.0%) 20100%)

沈 降 比 1・ooi1(50・0%) 0(0・0%)} 1(50.0%) 2(100%)
1.01→}42ζ64.6%ノ 19(29.4タ6)}4`6｡1% 65ζ100%)

一批 ノ圖 テ奉照 スル づトニ依 ツテ解 ル ガ如 ク
、鹸

切値 ノ大 キクナルニ ツ レテ第 三期 ノ檜 加ノ・、他

ノ3測 定法 ノ追 從 テ許 サナ イ｡併 シ第一期 ノ減

少 ノ度合 ハ、1時 間値 力最 モ ヨイ｡ケ レ ド、第

三期 ノ増加 ノ度 合 ラ考 慮二入 レレバ、矢張 リ本

項 二於 イテモ鹸 切値 ヲ探 ルニ吝 カデハナ イヂァ

ラウ｡

第 三項 熱 ニ ツイテ

熱 及 ビ次項 デ論 ズル罷重 ニ ツイテノ・患者 「カル

テ」ヨ リ観察 シタモ ノデ ァツテ、熱 ニ ツ イテハ、

赤沈 検査 日テ中心 トセル約1ケ 月間 ニ於 ケル考

察、 即 チ8月22日 ヨ リ9月22日 マ デ ノ動揺

考察 デアル、 ・

37"C以 下 テ平熱(一)

Σ=:87
,

」37℃ ヨ リ37｡
.5Cノ 間 テ微熱(士)

37｡.5Cト38｡.5Cト ノ間 ヲ動揺 スルモ ノ

ヲ中熱(十)ト シ、

38｡.5Cヨ リ以上 ノモ ルラ高熱(砦)ト シ

タ｡

猴 ソ ノ動揺 ノ仕方 ノ烈 シイモ ノヲ不安定(e)ト

シ タノデァル カ、考察 二際 シテノ・錯綜 スル ノデ

除外 シタ｡更 二實教 二於 イテ少藪 ナ ノデ、37｡.5C

以 上 ノモ ノテ纏 メテ百分傘 ラ算 出 シタ｡弦 ユ第

5表 ラ得 タ次第 デアル｡叉 第5圖 ハ(十 、井)及

ビ(一)ノ 百分率 ノ圏示 デァル、

本 圏 ヨリモ絵切値 ノ臨 床症状 ト比例 スル コ トハ

自明 デァ ラウ｡弦 ニモ又、他 ノ測定法 ノ鹸切値

二比 シテ劣ル ノチ見 ル ノデアル｡
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第5i表i熱 ニ ツ イテ(22/V肝 」me/IX)

測定法ノ種類

一 胃 　 　 __

翼

絵 切 櫨

聾
_{一"

熟
＼

＼

陣 ＼＼＼吟…{　 …… 凹}蝋 牌牌冊凹凹一 一 _一__犠 鳳

1
← 一一一37｡C

一

自

± 十
…

{一 …"　 鼎 一 脚　

1

瀞.5C_蕊/｡5C-37」.5C__

赫
一 噌 … …}

0

'

十 、 十←

'

計

_騰 滞 …

ト

60 .0916(50.0%) 5(41.6%)1
幽

1/8.3%)
、

12(100%)

・｡1日 劃 ・2(3、.5%こ
引 一一

20(52.6%y4 2 6(15.7%) 38(100%)

0.50-0.99 3(15.7%)
1-8(42

.196>80 8(42.1% 19(100%)

LOO-4.99 12(10 .5%) 10(52・6%){71
.0

7(36.7%) 19(100%)

2・00→10(0.0%)
1-

2(50・0%)一L1 2(50.0%)
一

4(100%)

←8}3(42 .8%)
ト3(42

.8%)『110
}

1(14.2%) 7(100%)

9-15
禰

3(60.0%)
12(40

.0%)iO・0 0(0.0%) 5(100%)
一 時 間 副

i

}

16-25 3(75.0%ン1 ロ(2繭 ・1・ 0(0｡0%) 4(100%)

26-401
一

噌_吻 而1

4(36｡3%)17(63｡6%)}0 0 0(0.0%) 11(100%)～
65(100%)41→ 10(15.3%)

ヒ^-

32(49.2%)120
ヨ

3 23(35.3%)

←82(33 .3%)

}}__

3(50.3%】1 0一 1(16.6%) ・6(100%)

・9--15
㎜…"」

3(60.0%)12(40.0%】0 0一

隔

0(0.0%) 5(100%)

中 間 側
…

}

16-25
多

0 0 0(0.0%) 5(100%)

26-40

41→

lllli劉羅 舞1 0 1(9｡0%) 11(100%)
;110(15

.3%) 鍛(52・3%)118 3 2r32.3%) 65(100%)一{_

洗 降 比

←0.99 9(42.8%) 11(52.3%){1 0 1(4.5%) 21(100%)

1.00
…

1(50.0%)
』一 一〔

1(50.0%)、0 0一 0(0.0%) 2(100%)

1.01→
ゆ

12!17.3%) 33(47.6%)i"21 ・3 24!36.5%) 69(100%)

ー
ー
ト十

%

㎞

雪

…

O

δ

●

f
暦

響

`

勲

勘

第5囲 熱ニツイテ

々内鍍 引■馳 や魯・シ

噂 魔 鱒鞠 を{

輔 肇 ～ 一
惣 辱姥 一 一 ←仏◎,

■bの轡暮◎○ 篠獅一略ηlPt儒 日9

撃ww蘇 毒b一 浩∫ ▲」一←9

-十
、 十十 一 一 一 ・.

1':

Σニ92リ

第 四項 髄量 ニツイテ

禮重 ノ患者 「か 砂 」二依 ル考察 モ、赤沈検査 日

テ中心 トシテ ノ約1ケ 月間 ノ動揺 テ観 タ｡即 チ・

8月15日 ヨ リ9月19日 二 至 ルモ ノデァ リ、被

検査患者 ノ、、 ソノ間、8月15日 、22日 、及 ビ9

月5日 、12日 、19日 ノ5同 測定 シテ居 ル ノデア

ル｡併 シ弦 二何 ラカ ノ理 由二依 ツテ測 定 シテ居

ナ イ患者 ガ相當撒 ア リ、 ソ レ等 ヲ非測 定者(非)

トシテ第2表 二記載 シタ｡ケ レ ド、 ソル大多敷

ハ、 重症 ナルガ故 二測定 不可 能 ダツ タ ノデア

ル｡ソ レデ私ノ・圖作製上罷 減少者 ノ組 ニソ ノ凡

テテ編 入 シタコ トラ許 シテ頂 キ タイ｡

9Pチ 、 ソ ノ1ケ 月間 二、

0.5kgr乃 至2kgrノ 艦 重滅少 テ束 シテ

居 ル患者 ヲ(一)

0.5kgrノ 薇 威範 園 ノ・(±)

0・5kgrヨ リ2kgTノ 髄 重増加 ヲ示 シテ

居 ルモ ノヲ(+)
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ソ レ以上 ノ歪曾加 テ束 シティルモ ノヲ(暑)

トシタ｡

因 ミニ該1ケ 月間 二2kgr以 上 ノ減少 ヲ示 シテ

居 ル患者 ハ 測 定 シテ居 ル モ ノノ中 デハ 無 カツ
箋

第6表

奪

タ｡

ソノ各測定法各組二封 スル實撒及 ビ百分率ハ第

6表 デアル｡叉 第6圖 ハ罷重増加患者及ビ減少

患者 ノ百分卒圖示デアル｡

髄 重 ニ ツ イ テ(15/Vil-」9/IX)

1＼ 騒

測定法 ノ種類:.

ハ
組 ＼

←0.09

撚「野 喩;騨 魏 計
絵 切 値

一 儲 一}}

i
　 　 襯傅}

2133(25・0%)!4{0
L___｡___

ぎ54L6%♪14(33 ・3%)三2(吻

0・1日 到13i38(21・6%)12…1 16(43｡2タ6)}13(35｡1タ6):37(100%)

0・5(日 ・99i7 314(2・ 遡51 0 10(52.6%}5(26.3%)49(100%)
LO(M・ggi9 3

{3(・5
・7%)三i 0 12(63・1%)14(21覇19ζ ・00%)

2・oo-{4 0 0(0・0%)i《,iO 4(100.0%)0(0.0タ6)i4(100%)

一 時 間 値

←811
…
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彦

7(63.6%)111(100%)
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i
3(60.0%) 1(20.0%)

滞

5(100%)

1(レ2510
;

}12(40
.0%)i210

牽

1(20.0%) 2(40.0ρ6ン5(10096)

26…40i2 一}1(9・0%i6…1
善

3(27・2%){7(6i堕%)!11(100%)

4・-13・8U(・7.・%)114{・ ・
…

39(60.9%)≒14(21・806〆64(10096)
}　

一

沈 降 比

一
一 〇・ggi4137〔33・3%)i611

}

7(33.3%)
一 ㎝一一 一 一一

7(33.396):21(100タ 多)
卜

1｡・ ・i
毒
[・i・(…%)i・1・ 1(50.0%) 1(50・0%)12伽%)

1.01i 3｡四 柱、(16.1%)1、81｡ 39(57.5%) 18(26.406)i68r100%)

Σ=91

舷 二、絵切値 ノ檜減 二從 ヒ、盟 重 ノ減少 シテ行

クモ ノ、及 ビ檜加 シテ行 ク患者 ノ百分卒 ノ動 キ

ガ、他 ノ測定法 ノ示 ス曲線 二比 シテ、美 クシイ

灘曲線 トシテ描 カ レタノデアル
｡

第 五項 喀痩 中 ノ結核菌 ニッイテ

次 二、開放性結核 ト、非開放性結核 トノ各測定

法轟依 リ赤沈反慮 二及 ボ ス態度 ヲ明 ラカニ シヨ

ウ｡

喀 疾 中 ノ結核菌検査 二關 シテハ、刀根山病 院 ノ

竹 内管治郎氏 ノ手 ヲ煩 ハ シタ.而 シテ ソノ検査

法ハ、先 ヅ各患者 ノ喀擁 テZiehlu.Neelsen

氏 法 二 依 リ染色 シ、 結核 菌 ヲ 謹明 セ シ時 ノ・、

Gaffkey氏 ノ第何號 二薦 スルカチ見 タコ ト第2

表 ノ如 クデ アル｡叉 結核 菌 ノ検出不 可能 ナ場 合

ニハ、Uhlenhuth氏 ノAntiformin集 菌 法 ヨ

リモ猫、確實 ダ トイフ田村氏法 二依 リ菌 ノ有無

,ヲ 追究 シ、 ソ レデ結核菌 テ登見 シ得 タ時 二田村

(+)ト シ タ｡斯 カル操作後猫陰性 ダツ タモ ノヲ

(一)ト シタ｡ソ シテ百分卒 ヲ咄 スニ當 ツテノ、、

煩雑 ヲ厭 ツテ、何 レニ シテモ塗抹法 デ陽姓 グ ッ

タモ ノヲ塗抹法(+)ト シ、 ソ レカ陰牲 ダツ タモ

ノデ田村氏法 ニ テ菌 ヲ詮明 シ得 タモ ノヲ田村氏

法(十)ト シタ｡ソ ノ何 レニ於 イテモ陰性 ダ ッタ

時 二初 メテ(一)ト 記載 シタ｡更 二田村氏法(+〉

ガ少薮 ダツタ ノデ、

塗抹法(十)ト 田村氏法(十)ト ヲ合 シテ以

ツテ結核 菌陽 性 トナ シ、

ソノ他 ヲ(一)ト シテ、

各測定法各組 ノ實蹴 及 ビ百分率 テ示 ス コF第7
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←0・09115 12117(85.0%) 3(15.0%)
120(100%)

1
.沈 降 比i1.00

;

2 }o }2(100・0%) 0(0.0%)一
… 2(100%)

11.01→ 51 }5 i56(84.8%)} 10ほ5.1%)i 66(100%)

Σ=88

表 ノ如 クデアル.ソ レ等 ヲ圖二示 シタノガ第7

圏 デ アル｡

弦 二得 ラレタ圖 へ 叉他 ノ何 レノ測定法 二依 ル

曲線 ヨリモ、 美 ク シイ曲線 ガ籐切値 二於 イテ得

ラ レタル コトヲ物語 ツテ居 ル｡郎 チ結核菌 ノ有

無 ノ・鹸切値 ノ檜 減 二從 ツテ居ル趨勢 テ示 スモ ノ

デ アリ、他 ン測 定法 デノ・、斯 クマ デハ考 ヘ ラ レ

ズ、沈降比 デハ美 ク シイマデモ何 ラ意 味 ノナ イ

コ ト ァ ア ル｡

勿論、現在 マデ ノ文献 二徴 シテモ赤沈反磨 ト結

核 菌 ノ有無 ガ斯程 マデ…程度 ノ平衡 關係轟 アル

トハ思惟 サ レナ イノデ アルガ、 ソ レモ宜 ナル カ

ナデアリ、私 ノ鹸 切値 二依 レバ或 ル程度 マデ此

ノ事象 モ云 ヘル ノデノ・アルマ イカ ト論 ジタイ｡

第 六項 豫後 ニツ イテ

最後 二、豫後 ニ ツィテー瞥 シテ ミヨウ｡本 項 二

關 シテノ・種 々考察方法 モ アル ト思 ノ・レルレカ、弦

デハ最 モ明確 ナル事象 トシテ「死」ナル事象 グケ

ヲ取 リ上グ ヨウ｡

第 五項 マデノ考察 ノ・、 凡 テノ1940年8月 及 ビ

9月 二於 テデ アル｡本 項 デノ・ソ レヨ リ1941年

3月31日 迄 二、詰 リ約6ケ 月 ノ間三刀根 山病

院 デ死 ノ轄蹄 テ トツタモ ノラ昭ソ ノ封象 トスル｡

(死亡期 日ハ第2表 ヲ参照 サ レタイ｡)退 院 シテ

後死亡 セシモ ノモ アルカモ知 レナイカソ レヘ ノ

追究 ハ シテヰナ イ.

第8表

例 ニヨツテ各測定法 各組 二屡 スル實撒及 ビソ ノ

組 ノ幾「パーセ ン ト」ガ死 ノ轄蹄 ヲ トルニ至 ツタ

カテ示 スタメニ第8表 テ作 ル｡ソ ノ各 々 ノ百分

率 ヲ圖 ユ示 ス=ト 第8圖 ノ姐 シ｡

第8圖 豫後死ニツィテ

9輔 願 一eag9{鱒 一 〇構 癖秘_斡,藍 縛 一嚇9
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　 き
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i

　 一}町}

}死 亡 鍛

1
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含 メク死亡激

一 一 研 皿

絵 切

1←0.09}13(100タ6)≦
1(7.6%)

10 .10-…0.4939(100%) 7k17｡9%)

f直0・50-0・99119(100%) 5(26.3%ノ

1｡00-4.99120(100タ6) 6(30.0%) 7(35.0%)

2.00→14(100%) 3(75.0%)
]←817(100%) 0(0.0%)

o

70●,

→1ゆ

評o.ゆ

無
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沈
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間1直

　 　 四噺晶_㎜ … 扁繭一一

降 比

A漏一_7-

0(O.0%、

}9.15
…}㎝ … __

　梱 研　

5(100%) 0ぐ0.0%ノ
_臨 研一 一 …恥へ

_一 一 ■研研繭{}㎜

16--25 6(100%) 1〆16.6%ノ

棚

26-…40
…}

12(100%)
リザー 一 画 研野…幽四

1(8.3タ｡)
建

41→ 66(100%》 20(30｡3%
{

:

}

■必.31・8%)…㎜ … 甲 而 轍{

←0.99
… ㎜…

22(100%〉

7{_輔

2(9.0%)
い…～}

lLOO
t㎜…牌凹 …噂 一{…{…

2(100%)
㎜楓皿評 一_研 一___

_一 一 一匹斤 一 　

0・O.0%)

・1.01→i 71(100%)
一 一_㎜_

20(28.1%) 21(29.5%)

Σ 二95

凋 二依 ツテ観 ルへ 弦 ニモ亦、各糸11ノ進 ムニ從

ツテ死 亡百分 傘 ノ増加 スル傾向 ガ他 ノ何 レ 生測

定 法 ヨ リモ籐 切値 二於 イテ、 ヨリ滑 ラカニ描 力
ま

レテ ヰルコ トガ示 サ レテヰル
｡

第 七項 醸切 僅 ノ性格(1)及 ビ本節 ノ結言

前項 マデデ臨豚 的考察 ナ…先 ヅ閉 ズル 生デ ア・レ

ガ、弦 二注意 シナケ レバ ナ ラナ イノ・・、私 ノ被

検査 患 者嶽 ノ 各測定法 各組 ヘ ノ分布欺 態 デ ア

ル｡既 二明 ラ カナル如 久 偶然 ノ結 果 トシテ

カ、鹸 切値 二於 イテへ 各組 二届 スル薮 ハ割 二

平均 サ レテ居 ルニ反 シ1時 問値 及 ゼソ ノ他 ノ測

定法 ノ各組 ノ・不4～等 ニ ナツテ居1レ トイフ事實 デ

アル｡例 テ1時 間値 ニ トル ーFラバ541mm以 上

チ ル強 促進組 ガ過 孚 藪 子占 メテ 居 ルづ トデァ

ルe

此 ノ現象 カラ、前項 マデ ノ臨鉢考察 ヲ頭 二描 ク

ナ ラバ、1時 間値 デ ハ、相當種 々ノ病歌 ノモ ノ

ガ赤沈速 度強 促進 ナルー組 ニー括 サレテ了 フモ

ノデ アリ、六段法圖示 法 ヨリ考案 シ タル盤 切値

デハ、此 ノ同 ジ組 二編 入サ レタ病者 ヲ、更 二輕

度 ナ者 、｡病勢 不良 ノモ ノ ト分類 シ得 ラ日 トィ

フつ トガ解 ラウ、

試 ミ∴、1時 間値41mm以 上 ノ組 二/蝿=Lル 被

検 査患者 ガ鹸切値 デハ如何 轟 ナルカ テミしバ、

ソ ノ35.8%ガ(O｡10--0.49)二 艦～シ、28.3%ガ

次 ノ組 二、39.8%ガ 次 二、5｡9%ガ 〈2.00以 上)

ノ組 二編 入 サ レテ居 ル ノヲ知 ルCt叉1時 間値8

mm以 下 トイツテモ、 ソ ノ71.4%ハ(←O.09)

二相 當 シテ居 ルガ28｡5%ハ(0.10--0.49)ノ 糸段

二属 シテ居 ル ノデアル｡ソ ノ分 布状 態 ヘ ノ詳細

ナル検討 ハ次 ノ機會 二譲 ル｡

私 へ1時 間櫨ガ68ト イフ強促進値デア リ、而モ病

型ハ塘殖型、熱、 血疾、咳漱 トテモ殆ン ドナク、 髄

歴モ増加ノ傾向ニア臥 唯無理二出ジタ喀疾中二結核

菌 ノ謹明ヲミル全 ク自箆症状ナキ或ル知人 ノ盤切値

ハ0・53ト イフ低値ニアル ヲ経験 ジ、 斯 カルレ從來 ノ

Wρstergren氏 法1時 間値 ノミデ・・駄目ダト痛感 シタ

次第デアル｡ソ シテ斯カル例へ 何モ特殊ナモノデハ

ナ 〃私ノ検査成績中ニモ更ニニ種 々観察 ジ得ノレ所ナル

へ 上蓮 ノ鷺トデ自明デアラウ.因 ミニ、 ソノ知人 ノ

赤沈速度ハ次 ノ如 キモ ノデアル.

1皿 血IVVVI皿Vm24時 間値135

6265068809098104六 段 法 第 皿型

6202418121086除 切 値0.53

更 工、外國人 二比 シテ本邦人 ノ赤沈値 ノー般二

高 キ つ ト∴思 ヒチ至 スナ ラバ、斯 カルー一時間植

ノ足二頼 ル コ トノ本態 ヲツキ得 ナ イコ トノ、當然

デァル｡以 上 ハ主 トシテ重症患者 ヘ ノ絵切値 ノ

ー・性格 デ アル
.ソ ノコ トハ、次節孚封敷坐標 二

於 ケル考察 ∴於 イテモ、叉第三節累積曲線 二於

ヶル考察 孤於 イテモ頷 今得 ルモ ノ ト{言ズル
｡更

二鹸 切値 ノ捨 テ難 イ他 ノ性格 へ 第二節 二於 イ

テ燭 レヨウ.

以 上 デ、1時 間値等 ガ本被検 査薮 不平均 ナルコ

ト ト絵 切値 ト生關係 テ論 ジタガ、此 亭 實 ノ・、
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他 面 今迄 論議研究 シテ來 タ各組 ニ於 ケル絵 切値

ノ美 ク シイ曲線 ノ勝利 ノ慣値 テ輕減 スルモ ノデ

アル トイフコ トモ否 メナ イ｡

併 シナガ ラ、私 ハ重症患者 ノミナ ラズ、赤沈笹

ノ低 イ保養所 ノ患者 ヲモ封象 トシ、新 ラシク約

200人 ノ赤沈 ラ考察 シ、各組 ノ分布状 態 モ留意

シテ 而 モ絵切値 ノ勝 ツテ 居ル コトテ認 メタ｡

〈未登表)/

叉 、分類法 ガ問題 ニナ ツテ來 ル ガ、 ソレ・・寧 ・

余切値 二於 イテ未完成 ナ モ ノデァル｡而 シテ鹸

切値 ノ斯 カル勝利 テ唯分類 ノ仕方 ニ ノミ員 ノ・ス

コ}ノ 愚 ハ、上述 ノ各組分布状態 ヘ ノー瞥 デモ

解 ル筈 デァ リ、更 ニ ソレヘ ノ考察 ノタメニ、叉

他7.見 地 カ ラモ ト、附 「絵切値 ト1時 間値 トノ

相 關」 ナルー項 テ本小論最後 二設 ケル.

本 節 ノ結言 トシテ次 ノコ トガ云ヘ ル｡

一 般 二
、鹸切値 、.1時 間値、 中間値、沈 降比 ノ

順 二、病型、領域、熱 、艦 重、喀叛 中 ノ結核 菌

及 ビ豫後 ナル臨林的諸症獣 ヘ ノ償値 ラ認 メラレ

ル｡特 二、私 ノ被検査患者 デハ、絵切値 ノ他 ノ

測定法 二比 シテ美 ク シイマデモ ノ病 勢 トノー致

テ強 調 シ得 ル｡

猶 、附言 トシテ、臨肱的考察 トハ イへ、本節ノ・軍二結

核二於イテノミ論 ジタノデアル｡而 シテソノ考察方

法モ、 総括的二患者 ヲ、 重症中症輕症ナ ドト分類 ン

テ論及 ンテ居ナイコト、叉豫後ニツイテモ更二詳細二

考察スベキデアラウコ ト、或 ヒバ本被検査患者が一般

二重症ガ多籔 ヲ占メテ居 タタメ合併症ハ本病二憾サ

レテ居ル トミテ、ソレニ鰻レナカツタコト｡更 二赤沈

反磨ヲ以上ハ輩二静的二考察 ンタダケデアツテ、該櫨

査 ヲ糧績 ジテ動的二調査スノソトイフ肝要ナル 事象 ヲ

後日二約 ジテ居ノレトイフ黙ナ ドヲ噺 ツテ置力ウ、

第 二節
{

Westergren氏 法1時 間値、及 ビ鹸切値 ノ各組

二局 スル2時 間15分 毎 ノ沈降距離 ノ平均値 ヲ

第1表 ヨリ得 テ、第9表 、第10表 ヲ作 ル｡弦

二第9圖 及 ビ第10圖 ナル時間 ト各15分 間毎 ノ

沈降距離ヲ示標 トスル孚封数坐標二依 ル曲線3
毒

第9

半樹数坐標 二於 ケノレ考察

得 タ次 第 デ アル｡

平均曲線 ノミデ論 ズノレ危瞼性 カラ各實数 ヲ圃示シテ、

ソノ偏差 ヲ考慮二入レタノデアルガ、之 レモ煩雑 ヲ避

ケテ本論交ニハ描裁ンナ イ｡

表

、

、～ 輩 位 時 間
㌦ ＼1

組 ＼ ～

←81 .2

1 皿 IV

O｡6 1｡4 1.2

ミ

V{VliV三m

1.7L82.12.2
蓬

9-15 2.6}2.8 3.6 3.8 4.4 4.4 3.4
i

8.4

16--25
1-一 一

3・6」
.4・4

6.4 6.8 6.8 8.4 5.6 6.0

26-40 3・9/7・9 10.3 10.6 9.0 7.9 7.2 5.5

41→ 14.2i25.7 20.4 16.9 10.3 8.3i6.、 4.3

第一項Westergen氏 法 一時

間値 バー・性格

第9圖 ノ各組 二鳩 スル平均 曲線 テ詳細 二観察 ス

ル コ トニ依 ツテ、本 圖示法 二依 ル5ツ ノ組 ノ持

徴、及v此 ノWestergren氏 法1時 間値 ノー牲

格 ヲ把握 スル コ トガ出束 ヨウ｡

勿 論、平均値 ラ追究 スルヨリモ、 各實際 ノ曲線

7追 究 スベ キデハ アルガ、弦 二5組 ノ代表 トシ

テ、 ソ ノ各 々 ノ平均曲線 ニ ヨラウ｡

即 チ,

8mm以 下 ノ曲線 二於 イテノ＼ 全2時 間 中、初

期 二可 ナ リノ凹面 ヲ ミセテ居 ル｡從 ツテソ ル末

期 二於 イテハ漸壇 ノ傾 向ラ示 ス｡

9-15mmノ 組 二於 イテノ・、時間 ノ推移 ト共 二



176 佐守 瓢赤血球沈降反慮 ノー一測定法
転 【第20k

◎

1華

‡

第9圖 牛 封 数坐 標 二於 ケル考 察(1)

Westergren氏 法1時 問 儘

朔

≒
ξ
芋

↑
マ

㌧
、

[＼.E/Nwvマ 「wwo

曲線 ハ上 昇 シ、末期 二於 イテ急 ニ ソノ上昇 ノ度

ヲ壇 ス ノラ ミル｡此 レ9-15mmノ 間 ノ赤沈値

テ有 スルモ ノノ特徴 デ ァル｡

16-25mmデ ノ・、 本時 間中二 於 ケル最大 ナ壇

加率 ハ、第VI期 二於 イテ ミル｡.

26-40mmル 組 二於 イテノ・、 檜 加率 ノ山 ノ・第

第10

IV期 二登 見 サ レル｡

41mm以 上 ニナ レバ、 ソノ山 ハ第ll期s見 ラ
ら

レ、而 モ何 レノ山 ヨリモ ソノ高 サ ノヨリ高 イコ

トヲ知 ル｡

以 上総括 シテ、Westergren氏 法1時 間値 ノー

性格 トシテ述 べ レバ、牛封 撒坐標 二依 リ、2時

間15分 侮 二各組 ノ檜 加率 テ ミルヘ ソ レ等!

組 ノ赤沈値大 ナルニツ レテ、檜加率 ノ最大 ラ示

ス ト考 ヘ ラレル頂 角 ノ・、漸次左方推移 ヲ績 ケ、

而 モ ソノlllノ高度 ヲ ヨリ高 メテ行 ク トイフコ ト

デアル｡更 二此 ノ半封撒坐標 ヲ用 ヒル コ トユ依

ツテ赤沈値 ノ低 イ値 ノモ ノモ、 ソノ壇 加奉 セィ

フ黙 二關 シテハ、以上 ノ如 キ明確 ナ差異、即 チ

特徴 テ持 ツ テ居 ル 三 フコ トデ ァル｡ソ シS2

時 問 目位 ニ於 イテ上昇傾 向二移 ル モ ノガ第1番

目 ノ組(8mm迄)デ ハナ クテ、 第2番 目 ノ組 二

囑 スル トイフコ トヨリ、封象 ニ ヨツテノ、少 ク ト

モ2時 間位 マデハ測定 スベ キデアル コトニ氣 ズ

ク｡

表

{1＼ 輩位時間

組 ＼
一 一 　 一一 一一 一

2.6{

IlH
}

皿

}{

Ivlv
;

3.7;

1

VI

[

V皿

3.9

l

V皿

←0｡09 2.5 3.6 　

一一 「 昭 日

4.9… …τ 　㎜4こ3-w　 }→ 　 {日

一り一 智一 一

5.6

0.10-0.49 5・1i10・7 13.1 12.4110.09.3 7.1 5.4

0.50-0.99 12-21・6 22.7 19・9i10・318・8 6.5 4.0

LOO--L99 19.5
い9・6

23.4 15.9{9.9 6.0 4.5 3.5

2｡00→ 43.0 ;48.5 20,2i8,014.2 1.7 1.7 1.0

第二項 饒切fW性 格(2)

本 項 ニ於 イテノ、、1時 間値 トノ比較 ヲ論 ジテ、

次 デ絵切値 ノ性格 ノー部 二論及 シヨウ｡

本 絵 切値 ニ於 イテモ各組 ノ値 ノ進 ムニ ツ レテ、

乞時間 ノ範園 内二於 イテ各15分 聞 ノ速度ノ 山

ガ漸次左方推 移 ヲ行 ヒ、叉 ソノ高度 テ檜 スコ ト

ヲ知 リ得 ル｡而 シテ ソノ推 移 ノ仕方、及 ビ高度

ノ増 加度合 ハ、1時 間値 二比 シテ、 ソ レ等 ヲモ

ウ少 シ左方推 移サセ タ様 ナ観 ヲ呈 スル｡即 チ病

勢 悪化 シテ行 ク ト考 ヘ ラ レル度 合 ガ更 二詳細 二

観察 サ レテ行 クモ ノデ アル｡

次 二s鹸 切値 ノ性格(2)ニ ツ イテデ アル｡

前 節第 七項絵 切値 ノ性格(1)ハ 、 寧 ロ重症 患者

ヘ ノ本測 定法 ノ確 保 スル地位 ダツ タ｡ソ レニ封

シテノ・、本節 ノ半封藪坐標 二依 ル考察 二依 ツテ

モ猶 明 ラカナル コ トハ上述 ノ塵 デ アル｡

弦 デノ・、早期診断及 ビ集 團検 診 ヘ ノ本籐切値 ノ

機 進 ム方 向 ヲ暗示 スル｡

大 阪帝大 今村教授 ノ 「中間値 ノ1時 間値 二比 シ

テ相當大 ナル時 ノ・、假令 一時間値 ガ小 デモ経駿

上安 心 スベ キデノ・ナ イ｡」トイフ言 ヲ考慮 スルナ

ラバ、 中間値 ノ大 ナル コ トへ 塒 問 目 ト2時
謝
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纂

第10圖 牛劉徽 度標二於 ケル考察(2)

除 切 値

ξ
li‡フ ＼

:望1::乏/で陰 ＼_
竃/＼ .＼＼ミこ〉
ゆ　 　 へぽ
s:＼

・⊥一 鱒 一

L____
1

_＼
n璽y7丁 丁

聞 目 トノ間 二於 ケル1時 間 ノ赤沈速 度 カ ソノ前

綴 スル1時 間 ノ赤沈速度 ヨリモ大 ダ トイフコト

デ アラウ｡ス ル ト此 ノ種 ノ赤沈値 へ 第9圖 ノ

(9-15mm)ノ 組 ノ曲線 ナ ドガ相 當 スル ノデア

ル｡是 等 ノモ ノヲ如 何 ニ シテ選出 スルカ トイフ

コトデアル｡前 項1時 間値 ノ姓格 デ墾 ゲ タソノ

美黙 テ有 スル該測定値 モ個 々 ノ封象 へ輩濁 デハ

何 ノ役 目モ果 サナ イ シ、 マ シテ申間値(從 ツテ

2時 間値)ノ ミデハ全 ク無意味 ニナ リ、六段法

モ頂角 ノ左方推 移 ヲ以 ツテ刺定 シタ リ90分 間

グケテ観察 シタ リスル以上手 ヲ撰 クノデ ァル｡
'

沈降比 二至 レバ正 二反封 ノ結 果 ス ラ意味 スル｡

所 ガ鹸切値 デハ、 ソノ意味 ヲ理論上出 シ得 ラレ

ル ノデ ァルe即 チ親察 時間 ヲ2時 間 二延長 シ、

而 モ時間ニ ソノ封教 ヲ探用 スル ノデ アル.(詳 細

ハ次 ノ機 會二譲 ル｡)弦 二鮮 カニ ソ ノ不健康 ラ シ

キ者 ヲ俘 ビ出 シ得 ル ノデアル.

今村教授 ノ言ハ断 ラナ カツタガ學生 ノ集團検診

二於 ζ㌘ レ観察 デァ リ、 私 ノ是等曲線 へ 病臥中

ノ結核患者 二依 ルモ ノデ アル｡從 ツテ1時 間値

二比 シテ中間値 ノ本 ナル モノハ、集 團検診 二於

イテ相當 見 ラ レル ノカモ知 レナ イ｡假 令、 アル

封象集 團二小撒 セカ斯 カルモ ノガナ イ場合 トノ、

wイ へ、鹸 切値 ノ様 ナー ツ ノ様式 二依 ツテ、 ソレ

等 ノ者 テ、1時 間値 ト中聞値 ヲ比較 スル トイフ

注意 テ怠 ツテモ糞 見出來 ルナ ラバ、 ソシテ ソレ

等 ノ者 二適當 ナ治療方針 ヲ與 へ危急 ヲ末然 二防
ノ

ギ得 ラレルナ ラバ、 ソレつ ソ集 團検診 ノー ツノ

大 キナ意義 デ ・・ナ イグ ラウカ｡即 チ孚封激坐標

曲線考察 ヨリ、鹸 切値 ノ將來進 ムベ キー ツ ノ方

向、結 リ、早期診断或 ヒバ集 團検診 ヘ ノ道 路暗

示 シ得 タ ノヂ アル｡之 一7要スルニ本飴切値 ハ1

時 間値 ト同時 二中間値(從 ツテ2時 聞{画 ノ美鮎

テモ六段法 ノソレト共 二包含 シ得 ル謂 デァル虚

第三節 累積曲線 二於 ケノレ考察

Westergren氏 法1時 間値 ノ各組 ノ各累積 曲線

ト私 ノ絵 切値 ノソレ等 ヲ、第11圖 、第12圖 ト

シテ描 ク、猶 ホ ソノ薮値 ハ、第9表 乃 ビ第10表

ヨリ得 タモ ノデ アル｡即 チ第11表 、第12表 ガ

"d'第11

塾

ソレデ籔 燐 モ平均ナ瓶 實態ヲ示シ

タモノデナ イノノ・遺感 デ アルガ、各々 ノ多撒 曲

線 ヨリモ、 ソレ等 各組 ノ特徴 ハ把握 シ得 ルモ ノ

トシテ平均 ヲ掲 ゲル｡

表

,_一_齢____一____二._____'

∵ 鱒1;H回lv回VIV皿V田
6・1』 ㌘・9-io.σ 一}1乏 乏'灘 ←81.21.8

E
3.2 4.4

9--15-{2.0・5.4
レ

9.0 12.8

一!

…7・3

一}

2L625.0 33.4

1(レ25「3.6三.0 14.4 21.21
1
i28 .0 36,442.0 48.0

26-40i3.9111｡8 22.1 32,741.7 　 49.6156.8 62.3
;41

→[4.2139.9 60.3 77.2287.5 95.81101.9 106.2

櫛



178 佐 守 二赤 血 球 沈 降 反態 ノー一一測 定法 【第20巻

勉

第11岡 累積曲線二於ケ7V考 察(1)斯 カ ル累積曲線 ハ、嚴格 ナモ ノヲ欲 実ルナ ラバ

Westergren氏 法1時 間hff勿 論Stammreich氏 ノ赤血球沈降反癒 禽眞撮

影器 二依 ツテ ソ ノ曲線 子連績 的二印叢紙 上二得

/姻 ルカ、或 ヒバ少 クトモ、 モツ ト短 時間 ノ締過 ヲ

追 ハネバナ ラナ イ ノデアルガ、妓篇 ソ ノ代 リト

シテ上2圖 ヲアゲル.

是 等 ノ曲線 ヲ通覧 スルニ、Rothe,Baer及 ビ

Reisノ 説 ク檬 二、 大膿各曲線 ニ ソノ速度 ノ三

'/度 攣 ル ノチ見7㌔ ソr'7シ テ
、 各沈降 曲線 一t於イ

/テ 、第一期(sog.Praeagglutinationsstadium)
ユらや

///ノ 纏繍 間 ノ麟 及 ビ第海(s・9・Agglu-
/tinationsstadium)ノ 膨 ミ 乃 曾強 ノ・病 勢 ノ塘 悪

//4ジ 磁藻 欝1遜
/〃ンづ

ノ 菱轟 雛 篇 飾lll
極、遂二第二期 ノ曲線ヲ シテ垂直二近 ズケテ居

丁 芸 欝wvwPt囎

ル ノ ラ認 メ ル ノデ ア ル .

第12表

譜 ＼ 灘 糊1∴ ∴ ξ1■
組 ＼ ＼}{・

'

V

」昭■Lの■9層■醐

1{

▼1{冊
}

ト

←0・0912 ・6 5.18.7{12.4116｡7i 21.0 24

0.10--0.49 5.1 15.8{ 28.9 41.3151.3
{

60.6 67

0.50-一 一〇｡99 12.7 34.3 57.0
、

76.9 87.2 96.0 102

1.00--1.99 19.5 59.f 82.5 98.4 108.3 114.3 118

2.00→ 響 43.0 91.5 11L7ほ19.71 123.9 125.6 鼠27

斯 カル累積曲線 ヨリノ考察 二於 イテモ、本瞭切

埴 ノ重症患者 二封 スル意義 ノ大 ナル コ トハ頷 ケ

得 ヨウ.

附 、Westergren氏 法1時 聞値 トノ相 關

ソレデノ・、 今試 ミニ、Westergren氏 法1時 間

値 ト、 本盤 切値 トノ間 ニ ドノ程度 ノ相關 ガ考 ヘ

ラ レル か}ミ ル タメニ、得 ラ レタ成績 ヨリニ者

ノ相關表 ヲ作 ツテ ミヨウ｡即 チ第13表 ヲ得 ル｡

猴 鹸 リニ モ高 イ1時 間埴、絵切値 テ得 タ2例 ハ

縛表作製上除外 シタ、(第1表.2第 表 デハ患者

67.7

伽
、

30.5

73.1

106｡5

122.3

128.3

番 號83、88デ ア ル｡〉 ㍉

弦 二 、 相 關 係 藪 、 γ…O.806、mr=O.036、pEr

冨O.024ラ 得 ル ノ デ ァ ル ガ、 當 分 布 賦 態 カ ラi

テ 明 ラ カ ナ ル 如 ク、 歪 相 關(Skewkorrelation>

ラ ナ シテ 居 ル ノ デ、Pearsonノ 考 案 シ タ相 閣 比

η ヲ求 メ ル｡η 富0.848ニ ナ ル｡

此 ノ ニ ツ ノ間 ニ ハ 相 當 ナ 正 ノ相 驕 ガ考 ヘ ラ レ

ル｡併 シナ カ ラ、 此 レニ ヨ ツ テ、 鹸 切 値 ト1時

間 値 トハ 全 クー 致 シ テ李 衡 歌 態 ニ ア ル ノ デ ハ ナ

イ ゴ ト｡從 ツ テ何 ラ盤 切 値 ノ特 異 性 ガ ナ イ トノ、
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第12圖 累積曲纏二於ケル考察(2>齢 切値
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第13表Westergren氏 法1時 間値 トノ相 關
`

◎ 亭

帯 覇
妻 碓 僧

～

、(

.沈1ザ降 時

＼ 距 間

讐
＼

i

lr呼
鶉io懲

1

齢;幽

1
§

↓
oo

9
州

1
§
}

鵠
州

}
§

一i!

i

臼
鵠 海8

1!

d1x
fy
d/y

一3 一2

「i

-1 0 1 2ギ

ト

3
㎜ド

4

硬

「

fdぞy

竈

fd/y2
…

0.01-0.44 13 10 21 1511 50 0 i
一 〇

o

0.45-0.89
i8…6

5 19 1 … 6 10
}

19 19

0.90-・1｡34 ;115 4 3 13 2
:

…
10 16

12

18 26 52

1.35--1.79
歩 を

i} 2 4il
i

7 3 !
8

136
i12
12i21 63
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云 ハ レナ イつ ト号述ベ ルダ ケデ此 ノ{鮒 」 ラ終

ル｡ソ シテ相關係敷 ソ ノモ ノニ弼 ラ ノ因果關係

ラ示 ス能 力モナ イコ ド 弔甘記 シテ、此 ノ間 ノ考

察 ハ諸賢 エ オ任 セスル.

叉 欄鰍Y:課 準 塁 総 警ωり

一 ・鰍Y一 蒔 凝 量 デアリ・ソノ私

ノ使用 ンタ弊出法』蘭シテへ 拙著「男子肺結核患養

ノ赤沈反磨 トソノ赤血球敬 及 ビ血色素量 トノ相闘」

(日 本臨躰結核第2巻 第10巻 昭細6rp表 豫 定)

ヲ参照サレタ イ.

、

第四章 結 論

結 論 トシテ次 ノつ トガ云 ヘ ル｡

1)赤 沈 反磨 二於 イテ、Westergren氏 法 ノ如

ク、唯…定・ノ時間値 ノミラ拾 ヒ讃 ミシテ得 ラレ

ル値 カラ ノ過誤'}少 シヂモ救 ヒ、又 ソ レニ依 ツ

テ失 フ貴重 ナル牧獲 ヲ僅 カデモ得 ントシ、更 二

操作簡輩 トイフコ トニ モ留意 シテ、弦 二絵切値

(cot)値 ヲ案 出 シタ｡

2)絵 切 値 へMandelstamm及 ビGidalewi-

tschノ 紹 介 シタDiesechsmomentigeMeth-

ode(六 段 法)トWestergren氏 法 トヨ リ誘導 サ

レ、 ソ ノ狙 ヒ ドづハ,六 段法圏示法 二於 ケル頂

角 ノ高 サ(h)及 ビ ソレヘ ノ到達時 間(t)、 更 二

頂 角 ノ角 度(の ナル三攣 敷 テー ツ ノ数値 ニ テ示

サ ント シタモ ノァアル｡

3)即 チ、 ソノ測 定法 ハ、 一定時間(例 ヘバ90

分 間)、 各一定輩位 時間(15分 間)9於 ケ ルWe-

8tergren氏 法 ノ赤血球沈降速度 ヲ測定 シ、ソノ

最大値(hmm)号 、ソレマデ ノ到達時間(t分)デ

割 ヅタモ ノテァル｡
や 　

4)棚 ミ切優 ト、他 ノ測定法 トノ優劣肢 ビ是等

ノ特徴 ヲ知 ランガタメニ、該赤沈 反磨 ノ慮 用贋

値 ノ最 モ大 ナル結核 ヲ封象 トシテ、大阪 市立 刀

根III病 院 入院中 ノ肺 結核 患者95名 ニツ イテ,

臨 躰的考察 ヲ試 ミタ｡ソ シテ、病型 、領域 、熱

罷 重、喀疲 中 ノ結核 菌 ノ有無、更 二豫後 二關 シ

テ籐切値 ノ増大 ト共 二悪化 スル趨勢 ノ他 ノ測定

怯 二比 シテ優 ツテ居 ルづ トヲ認 メタ｡

5)叉 、Westergren氏 法1時 間f直、及 ビ鹸切

値 ヲ、時間 ト沈降距離 ヲ示標 トセ・匠ド封敷坐標

轟依 リ考察 シタ｡此 レニ依 ツテ前者 ノ正常値 及

ビ境 界値 二於 ケル特徴 生ヨク出 テ房 ル ノラ知 リ

得 タ｡ソ シテ検査封象 ユ ヨツテハ、少 ク トモ2

時 間迄 ノ・測定 セネ ・壁 ラナ イ コ トガ 考 ヘ ラレ

タ｡同 時 二後者 ノ重症患者 二於 ケル憤値 ハ裏付

ケ シ得 タ｡郎 チ1時 間値 ノ強促進 ノ中 ヨリ、病

勢 ノ良 イモ ノ先 更 二不良 ナモ ノラ、本絵切値

二依 ツテ選 出 シ得 タ.重 症患者 二封 シテハ、多

少煩難 デハ ア ルカ、 本鹸切値 デモ検 査 シテ欲 シ

イ所以 デアル｡'(但 シ、此 レハ、 本検査成績 ヨリ

ノ観 察 ヂ アリ、輕症患者 ヘ ノ意義 ノ・次 パ幾會 二

譲 ル｡)

6)累 積 曲線 二於 イテモ、便宜上分類 シタ蘇切

櫨 ガ、1時 間値 ノ 曲線 ヨリ、 ソノ第 一期(so9・

Praeagglutinationsstadium)ノ 短 縮、 第 二期

(so9.Agglutinationsstadium>ノ 膨 ミノ壇強 ス

ル コ トエ ヨツテ、臨抹症状 トノ相當相 合致 スル

コ トノ宜ニナルカナ号認 メ タ｡

7)更 二、Westergren底 法1時 間値 ト除 切値

ト・・、可 ナ リナ順相關 ノアル コ トヲ知 ツタ｡叉

勿 論全然同… ノモ ノヂ ・・ナ イ トイフコ トモ知 リ

得 タ｡

8)総 ノ殺 法等 ノ圖示法 二於 イテ、 ソノ圖上

デ ノ詳細 ナ考察 ラナ 入時ニハ、 孚封敷 坐標 ラ使

用 シテ欲 シイコ トヲ希 望 シタ｡

9)次 へ 絵切値 ノ他 ノ側面 ニツ イテデ アル｡ .

早 期診翫 集團検 診 二際 シテ〉・2時 間測定 シ、

t二 時間 ノ封藪 ラ與 ヘル コ トニ依 ツテ、1時 聞

値 ソノ他 ノ測定法 ヨリ気 ヨリ優秀 ナル方法ニ

ナル コ ト子暗示 シタ｡即 チ、鹸切値 ハ、 六段注

及 ビWestergren氏 法1時 間値、 笠隣間値從 躬
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デ中間値等 ノ美黙 テモ包含 シ得 ルモ ノデアル コ

トテ暗示 シタ｡

最 後 二、赤 血球沈 降反癒 ナルモ ノハ、非特異姓

ノ生物 學的反慮 デ アツテ、叉 ソノ本態的 ナ研究

二於 イテ
、未完成 ノモ ノデアル故 二、肺結核 ノ

臨躰症駄 ト、 本絵切値 力相當平衡關係 ヲ 走タカ

ラ トイッテ、直 チニ鹸切値 ノ償値 力大 デ アル ト

ル・云 ハ レナ イコ トヲ、鹸 切値 モ亦 ソノ限界 内ニ

アル トイフ コ トヲ附記 スル｡併 シー・方二於 イテ

ソノ撒的 二表 ハサ レル貼、又他 費的一反慮 デア

ル鐵等 ヨ リ、捨 テ難 イ補助 診断 法 デ アリ、從 ツ

テ該赤沈反慮 ノ本態的研究 ノ更 二大 ナル飛躍 ヲ

望 ンデ本小論 ラ閉 ヂョウ｡

欄筆スルニ臨 ミ、諸賢 ノ批剃 ト高教 ヲ乞 ウト共二、多

大 ノ御理解 ヲ以ツテ、本研究 ヲサセテ頂イタ刀根山病

院當局ノ方 々、 殊二、 ソノ臨躰的考察 ノァル部門 ノ

御援助 ト御指導 ヲ賜ツタ柳澤康夫博士篇 深甚 ノ謝意

ヲ表スル｡

ソシテ結核菌槍索 ノ勢ヲトツテ下サツタ竹内管治郎

氏二感謝スル、

叉、御多忙中ニモ拘 ラズ御校閲 ノ勢 ヲ賜ツタ今村荒男

教授二、 ソシテ、絶エズ御懇篤ナル御指導 ト、御鞭

燵 レ御校閲 ノ勢ヲ番 ウシタ恩師梶原三郎教授二衷心

ヨリ深謝 ノ意 ヲ捧ゲル｡1941 .6
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會 報 並 雑 報

2月 中新 入會者 西 承 夫 奉天市大和瞬 平町七

二 木 正 夫 奉天市大和匠琴平町七傷痩
軍人島根療養所 松江市外乃木村

郭 春 峯 東京市大森匪南千束町三一五菅 原 芝 郎 弘前市弘前陸軍病院

、大 月 五 輻肺 足羽下町九匹 ・ 小 林 治 人 棘 府下北多繍 清瀬鵬 瀧 院

醐 市立蜆 糠 鱒 所 欄 市線 町字金臨 八 蛤

陸 子 敬 曄 民國北論 北京大學院 澤 邊 直 治 齊 嚇々 天齊働 一撚 洲國齊々

杉 山 浩 太 郎 醐 糠 院伊繭 七三八三 女子竹 吟保健所

五郎方 永 山 徳 郎 平壌府平壌醤學專門學校小見科

大 田 義 弘 奉天市大和匿琴平町拾號奉信ビル 大 塚 武 司 墓北市墾北帝國大學馨學部桂内科

三_○ 號 王 文 恣 塁北市窒北帝國大學署學部桂内科

北 濱 章 本郷匠吉鮮寺町二〇 李 延 森 垂北市垂北帝國大學醤學部桂内科

永 田 輝 一 奉天市大和医涌洲馨科大學原内科 楊 添 木 垂北市肇北帝國大學燈學部桂内科

末 永 敏 事 鎌倉市七里ケ濱悪風園療養所 間 山 哲 男 東京市淀橋匠下落合一・丁目五三七

染 谷 四 郎 東京市芝医白金三光町厚生科學研 若葉荘

究所疫學部統計課 日 下 連 岡山縣都窪郡早島傷痩軍人岡山療

免 玉 武 彦 名古屋市昭和1高川名山町六 市立 養所官舎

人事療養所 傷痩軍人岡山療養所 岡山縣都窪郡早島

佐 藤 優 剛 奪天市大和廣漏洲慰科大學原内科 藤 井 秀 覗 西宮市殿山町八二




